
⑥Arlblllty　小池誠「聖夜」（身体障害）

安定して働く尤矧コ紋

⑳精神障害者・発達障害者の雇用と就労、定着のために
（シンポジウム基調講演要旨）

⑳当事者に聞く！私が安定して働ける理由
（シンポジウム事例発表要旨）
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～第1部　基調講演～

■しっかりと話し合い、支援メニューを活用すること

（独立行政法人高齢・障害・求職者雇用支援機構　東京障害者職業センター）
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平成28年4月から合理的配慮の提供が義務化されている中で、事業所・働く障害者両方の不安の解消を因

るためにも、事業主と職場で働く障害者が職場環境や配慮事項等について十分に話し合い、必要かつ適当な変

更及び調整を行うことが大事です。つまり、必要な配慮や個人が努力すべきことなどを明確にした上で支障と

なっている事柄を改善していくことが求められています。さらに、支援機関や利用できるサービスをうまく活

用していくことが、大切になってきます。このことは職場定着率の調査でも明らかで、支援サービス等を活用

している場合の方が高い定着率を示していることからもわかります。

■精神障害者・発達障害者が安定して働くために
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★雇用管理のポイント

【鱒琴の設寧】
→仕事をr標準化（※）j r見える

化」する

※誰がいつやっても同じ結果がでる

こと

○マニュアル・手順書の整備

○スケジュール表の利用

○暗黙のルール（×）→判断基

準の明文化

【指示の出し方、教え方】

→指示担当者・指示系統の統一

○具体的に、確認しながら、
一度に言わない

○できたことを認め、ミスは

具体的な対応策を一緒に考

える

○指示担当者の悩みを聞ける

体制作りと、障害者を育て

るという視点

★企業のみなさまにお願いしたいこと

【一人ひとりの特性をよく聞くl

〇一人ひとりの障害特性、得意なこと、囲ってい

ることやサポートが必要なことについて、ぜひ

把握をしてください。（よく聞いてください）

○雇用後も同じ職場で働く人などが、障害のある

方とよく話し合い、相互理解を深めていってい

ただくことが、働きやすい環境作りにつながり

ます。

嘩率琴への配劇

○通院、服薬ができるように

配慮

○作業負荷（時間等）は段階的・

柔軟に設定

○体調不良時は、支援機関、

家族等と連携しながら、抱

え込まずに対応

【相談できる体制づくり】

○障害のある方が不安や困ったことがあった時に、

「相談できる体制」を作っていただけると、安

心感が増します。

○相談しやすい、囲った時にサポートを求めやす

い、職場の雰囲気作り（ちょっとした声かけ等）

等が働きやすさやモチベーションにつながる方

が多いです。



～第2部　事例発表～

●障害者就業・生活支援センターでは（オープナー）
、一・‾「■■：j●、Jt1r■：・二■‾　‾1「　■　－■■　‾‾I■　一一【●　－1－－‾■・■‾　■　－■　▼l二■‾　－1■　＝▲二■‾　■　ご＝■－　■・■　二t一

働きたい障害者に対して、就職に向けた準備支援（職業準備訓練、職場実習のあっせんなど）や就職活動の

フォロー（書頬準備、面接同行など）、採用後の職場定着支援（職場訪問、外来通院同行、ピア相談の場を提

供など）、日常生活や地域での生活に関する助言、医療機関との連絡調整など多岐に渡り支援をしています。

また企業に対して、障害特性を踏まえた雇用管理の助言をさせていただく機会などもあり、本人や企業に必要

な範囲で関係機関と調整を因りネットワークを作り、チームで支援を行うためのコーディネートもします。

■特性や職業的課題について
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精神障害、発達障害を持つ方は、ストレスに弱い傾向があります。感情や思考は、脳の電気信号（精神機

能）のネットワークを使って行われます。しかし、なんらかの原因（職場環境や人的環境など）でさまざまな

情報や刺激に過敏になりストレスを感じすぎてしまうと脳が対応できなくなり、電気信号（精神機能）のネッ

トワークがうまく働かなくなります。本人が病気や業務上の得意・不得意、人間関係の癖など、自分について

よく知らないまま就職してしまうと、自分の状況を職場に伝えることもできず、結果として雇用管理も大変と

なり、離転職を繰り返してしまいます。症状の悪化は長く働くために大きな問題となります。そのため勤務条

件や業務量の多寡、日々の声かけや面談等における配慮事項が重要で、そのなかで、外来通院田の休みを了解

することには大きな意味があります。

■お互い理解し合おうとすることが大事（当事者事例①）
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幼少期から精神的な不調があり、高校卒業時には統合失調症となりました。その後、不安定な状態が続き、

26歳のとき就労移行支援事業所を利用し始めました。徐々に通う田を増やしていきながら、複数のトレーニ

ングを体験し就職もすることができました。しかし、1社目では業務内容にも適性を感じ職場の人間関係は良

好だったものの、ひとりで仕事について振り返る日々が続き、ストレスをため込んで体調を崩し、家族の体調

も悪かったこともあり止むを得ず3年末満で退職となりました。再び就労移行支援事業所を利用し、再就職を

果たした現在の職場では、入社当時はジョブコーチ支援制度の活用や定期的に、企業・支援機関との振り返り

の時間を設定してもらいました。現在では家族の介護の兼ね合いもあり緊急性があるときは柔軟な勤怠に変更

してもらえたり、因りごとがあるときは上司がすくに対応してくれるなど職場のサポートを得ながら働いてい

ます。安心して安定して働くことができている理由には職場や支援機関のフォローの他に、健康管理や職場以

外にも安心できる場所があるなど様々ありますが、囲ったことがあったら自ら発信して上司や同僚と積極的に

関わって、お互いのことを分かり合おうと努力することを大切にしています。

喝声量罵声重野唱只野唱芦哲也シ嘩シ喝q・J悩嘩一博酔悼）
平成30年9月25白、東京しことセンターで行った平成30年度障
害者雇用支援月間シンポジウム「精神障害者・発達障害者が安定し
て働くためにはつ」において、第1部の塁調講演では、独立行政法
人高齢・障害・求職者雇用支援機構　東京障害者職業センター次長
の秋場氏、第2部の事例発表では、障害者就業　生活支援センター
オープナーの主任職場定着担当の川田氏と働く当事者、そして株式
会社ジ工イ　エスキューブ人事部JOBサポートクルーフリーターの
井田氏と働く当事者といった多くの方々にそれぞれの立場や視点かl　　　　　　＿　l　●　ト　、ニ　　　ーl
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■障害者雇用を進めるきっかけは勢いと偶然？！

（株式会社ジェイエスキューブ）
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障害者雇用がなかなか進まない状況からハローワークによる指導を受け、全社一丸となって取り組むべくハ

ローワーク主催の合同就職面接会に参加しました。その際にブースを訪れた方が発達障害者でしたが、一定の

知識があったため、雇用しなくてはという勢いと偶然の出会いをチャンスと捉え採用しました。就業意欲の高

さや職業スキルの高さなどを強みとして、コミュニケーションやマルチタスク、優先順位付けなど苦手な部分

を配慮する組織体制を作るために特例子会社のような部署を立ち上げ、業務設計を行いました。彼らの強みが

活かされ結果として半数以上が発達障害者という形になっていますが、みな戦力として大いに頁献していただ

いています。

』採用前と採用後のポイント
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障害者雇用を進める上で、安心して働き続ける職場作りのためにも、採用前に社内の協力体制を作り上げる

ことに苦労しました。経営陣の了解を得るためにも何度も直接足を運んで説明したり各部署の理解を深めるた

めにも障害者雇用説明会と称して啓発及び啓蒙活動を部署ごとに開催するなど採用前から準備を重ねていきま

した。採用後は、過干渉にならぬように注意し、いつでも質問を受けられるように心掛け、みなが自立して戦

力として活躍してもらえるような関わり方を大切にしています。

■新しい社風作りのカンフル剤に（当事者事例②）
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大学卒業後、大手電機メーカーの子会社に新卒で入社しました。自分がアスベルガーであることは認識して

おらず、経営企画や総務という分野で10年以上働いてきました。しかし、だんだんと仕事や人間関係で周囲

とかみ合わないと感じるようになってきました。そしてそのストレスから欠勤を繰り返すようになり、適応障

害の診断を受け、休職と復職を繰り返し、職場に戻る度に自分の居場所がなくなっていくことを実感し、前職

を退職することにしました。障害者雇用として変わったことは、「できることの積み上げ」になったことで

す。それまでのように「できないことでもやれ、形を取り繕え」とは言われなくなりました。前職ではそのこ

とで苦しんでいたので今は安心して取り組むことができます。また優先順位をつけることや同時並行的な作業

が苦手なため、仕事は個々に片付けることを了承してもらう配慮をいただいています。障害者雇用の有用性と

して個人的な見解ですが、障害者との接点があることで「ままならなさ」を感じることがあると思います。し

かし、それをみんなで乗り越えようとする前向きな努力が生まれることで、ベテランと新人の壁、白本人と外

国人の壁、技術者とユーザーの壁、といった「壁を越える努力」を先取りすることに繋がり、社員同士が理解

しあうことが顧客を理解しようという社風作りに繋がると考えています。
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